
［改善箇所説明図］

燃料リターンホース 
【改善後】 

         改善内容

     識別

不具合発生箇所 

  エンジンの燃料装置において、燃料リターンホースとＴ型ジョイ 

 ントの組立方法が不適切であったため、当該ホースを傷付けたもの 

 がある。そのため、そのままの状態で使用を続けると、燃料リター 

 ンホースに亀裂が発生し、燃料が滲み出し、最悪の場合、エアーが 

 混入し、エンジンが始動できなくなるおそれがある。 

   Ｉ型ジョイントの追加接続により識別する。 

注：    は、交換部品 

      は、追加部品を示す。 

   全車両、燃料リターンホース、Ｔ型ジョイントを新品と交換する 

 とともに、Ｉ型ジョイントを追加し、治具による組付けを行う。 
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